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私が考える３つの危機の克服方法

これらの危機は、現行法制度上の不備・環境を改善し、

「外国が堪能な旅行会社の旅程管理主任者」制度を活用

すれば克服できるものと考えます。



【第１危機・・・・通訳案内士の絶対的な不足】

(1) AIやDXという新技術の中で観光ガイドの存在が薄れてきた

(2) 合格者の減少と、観光ガイドに従事しない者が増加した

(3) 「通訳案内士の仕事の中味」が全く分からない。社会の認知度も低い。

(4) 個人事業主であると雇用の安定が得難い。

【第２危機・・・・・・・通訳案内士の高齢化】

(4) 魅力ある個人事業主としての観光ガイド職に就く若者が少ない

【第３危機・在日外国人ガイドに係る各種問題】

(5)業務独占の廃止で在日無資格ガイドの野放しと有資格者との間の不公平の発生



2024年1月9日 新春トークセッション「通訳ガイドの危機を考える」
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【第３危機・在日外国人ガイドに係る各種問題】
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訪日外客数の変化と通訳案内士試験受験者・合格者数の減少化





試験制度の抜本的改革と合格後の国による独立ちまでの基礎研修制度の充実とその支援

（１）試験制度の改革と試験問題そのものの見直し ➡ 第２部

克服方法





（２）旅程管理主任者制度と通訳案内士試験の合体案の実現
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通訳案内士法の定義でいう「通訳案内士の仕事の中味」とは？

(1)「通訳」っていう用語を使っているので「通訳業」のことなの ？

(2) 「ガイド」という言葉はないけれど「バスガイド職」のこと？

(3) 合格すると直ぐ「旅程管理研修」を受けろと言われるので「旅行会社の添乗員職」のこと？

(4)  旅行業法の旅行業の定義のところに「旅行の案内」とあるから「旅行業」のこと？

(5) 旅行業法の旅行業の定義のところに「旅行の相談」とあるから「旅行業」のこと？



通訳案内士は、これらを行っています。だから、通訳案内士の仕事って
「旅行業」そのものなの？





通訳案内士は、毎日これらを行っています。だから、通訳案内士の
仕事って「旅程管理主任者（旅行会社の添乗員職）」なの？



通訳案内士は、毎日これらを行っています。だから、通訳案内士の仕事
って「旅程管理主任者（旅行会社の添乗員職）」そのものなの？



克服方法

「通訳案内士」に係る各種問題や課題を解決するための、最も基本である

「通訳案内業」とはどんな仕事なのかの通達の発出を「通団連」として、

観光庁国際観光課宛に対して依頼したい。
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(3) 「通訳案内士の仕事の中味」が全く分からない。社会の認知度も低い。

(4) 個人事業主であると雇用の安定が得難い。
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(1)無資格の在日観光ガイドや日本の観光ガイドこれらの行為を行っても、

現在の法制度では、警察当局の何の取締りも受けることはない。

(2)一方、通訳案内士有資格者の在日観光ガイドや日本の通訳案内士がこれら

の行為を行った場合、通訳案内士法第61条違反で刑事罰の対象になってしまう。

(3) この大きな不公平さを克服するために、31条違反の場合は、無資格者の観光

ガイドも取締りの対象となるための法改正を強く提言したい。

(4) そうでもしない限り、この危機３は、永久に解決しないものと考える。

克服方法
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